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実証事業の全体ｲﾒｰｼﾞ
 解体業者より発生するLIBﾊﾟｯｸを収集し、積替保管施設で解体・分別。
 ｾﾒﾝﾄ製造ﾌﾟﾛｾｽを活用し、大型ﾘﾁｳﾑｲｵﾝﾊﾞｯﾃﾘｰ（LIB）を熱処理（無害化）。
 熱処理後物は破砕・選別を行い金属資源を可能な限り再資源化。
 残渣はｾﾒﾝﾄ原燃料化を行うことで100％ﾘｻｲｸﾙが可能。



事業化に向けた実証事項

(1) 回収ﾈｯﾄﾜｰｸの構築

(2) 安全な解体技術の開発

(3) 安全かつ経済的な無害化(熱処理)技術の開発

(4) Coをはじめとする資源のﾄｰﾀﾙﾘｻｲｸﾙ技術開発

（1）（2）（4）を松田産業、（3）を太平洋ｾﾒﾝﾄが主管と

なり実証事業実施。

本委員会では(4)の結果について報告させて頂きます。

１．実証事業の内容説明
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その他 10種類

一部の自動車ﾒｰｶｰおよび解体業者の協力を頂き、
多様な種類・ｻｲｽﾞのLIBﾊﾟｯｸを集荷、実証を行った。
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２．実証事業の内容説明



３．資源のﾄｰﾀﾙﾘｻｲｸﾙ技術開発

熱処理後LIB

破砕・選別（分級）

高度選別

極材粉末

電極部位
（Cu/Alﾐｯｸｽﾒﾀﾙ）

ﾍﾞｰｽﾒﾀﾙ塊（Fe）

＜結果＞
非鉄製錬における破砕・選別
技術を応用することで、
Fe 、Cu、Alを高度に回収する
ことが可能！

・ﾚｱﾒﾀﾙの高度回収
・残渣ｾﾒﾝﾄ原燃料化

Cu Al

回収
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３．資源のﾄｰﾀﾙﾘｻｲｸﾙ技術開発
極材粉末

湿式処理 抽出・合成

Co錯化物水酸化Co-Niｽﾗｯｼﾞ

＜課題＞
現時点では経済性がないものの、極材原料中へのCoの
濃縮および抽出率を改善により経済性向上余地あり。
その為には、ﾒｰｶｰおよび車種毎で異なる極材種類毎に
LIBﾊﾟｯｸを分別回収（集中処理）することが重要。

製錬

販売
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３．資源のﾄｰﾀﾙﾘｻｲｸﾙ技術開発

極材粉末

抽出・炭酸化

原
材

料

残渣

炭酸ﾘﾁｳﾑ塩

熱量、内容成分的にもｾﾒﾝﾄ原燃料として十分にﾘｻｲｸﾙ可能。
ただし処理量（投入量）についてはｺﾝﾄﾛｰﾙが必要。

ｾﾒﾝﾄｷﾙﾝ排ｶﾞｽ（炭酸ｶﾞｽ）を用いる
湿式抽出法を活用することで、
偏在資源であるLiを
速硬ｾﾒﾝﾄ向け原料化
できることを確認。

極材種類毎で抽出率に
ﾊﾞﾗﾂｷ、抽出向上（高濃縮化）が課題。

100％ﾘｻｲｸﾙ実施可能！



事業実証、本格事業化ｽｹｼﾞｭｰﾙ見通しについて

 2016～2019年までのﾘｻｲｸﾙ実証（ﾊﾟｲﾛｯﾄ）事業により、操業/事業ﾉｳﾊｳまた採算性検証の上、
2020年頃を目処に大規模施設（5千～1万トン/年）設置による本格事業立上げを目指したい。

年度 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
実施事項

基礎技術開発

小規模実証試験

実証設備を既存ｾﾒﾝﾄ工場に移設
ﾘｻｲｸﾙ実証事業を開始（2~3t/日）

無害化＋破砕選別設備の
大規模化・最適化

安全かつ効率的な
回収方法/ｽｷｰﾑの確立

業務効率の改善と
事業採算性の向上

大規模施設の建設
大規模施設による
ﾘｻｲｸﾙ事業の展開

（10ｔ/日~）

ｴﾝｼﾞ会社の試験
炉を借用し処理
技術ﾉｳﾊｳの収集
実施。

ﾘｻｲｸﾙ技術開発

最適運転条件の

検討、ﾌﾟﾗﾝﾄ設計

小規模連続処理装置（熱処

理炉＋破砕･選別装置）を仮
設し、規模を拡大した実証試
験を行うことで、処理装置設
計/運転ﾉｳﾊｳを得る。

新設熱処理炉ｼｽﾃﾑ最適化

金属回収ﾌﾟﾛｾｽ最適化

建設地の選定、及び
許認可など法規制ｸﾘｱ

実証施設の処理能力増強

事業拡大/展開

４．事業化に向けて
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